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くらしを守る政治へ
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い
よ
い
よ
秋
季
年
末
闘
争
が

始
ま
り
ま
し
た
。各
単
組
で
は
、

総
学
習
・
総
対
話
の
と
り
く
み

が
す
す
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

２
０
１
０
年
人
勧
は
２
年
連

続
の
賃
金
・
一
時
金
の
削
減
、

年
齢
差
別
の
不
当
な
賃
下
げ
勧

告
で
、
労
働
者
全
体
の
賃
下
げ

サ
イ
ク
ル
を
強
め
る
も
の
で
あ

り
、
デ
フ
レ
不
況
を
長
引
か
せ

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
く
わ
え

て
消
費
税
増
税
、
深
刻
な
矛
盾

が
噴
き
出
し
て
い
る
後
期
高
齢

者
医
療
制
度
な
ど
、
国
民
の
怒

り
と
要
求
が
高
ま
り
、
前
進
の

可
能
性
は
広
が
っ
て
い
ま
す
。

「
労
働
基
本
権
回
復
」
を
視

野
に
、
本
格
的
な
産
別
統
一
闘

争
の
構
築
、
県
内
産
別
闘
争
の

前
進
を
め
ざ
し
、
職
場
・
地
域

か
ら
、
す
べ
て
の
自
治
体
・
公

務
公
共
業
務
に
携
わ
る
労
働

者
・
労
働
組
合
と
の
共
同
を
広

げ
、
賃
金
闘
争
を
は
じ
め
秋
季

年
末
闘
争
を
大
き
く
た
た
か
い

ま
し
ょ
う
。
住
民
奉
仕
の
職
務

を
果
た
す
自
治
体
労
働
者
・
労

働
組
合
に
ふ
さ
わ
し
く
住
民
と

の
大
き
な
共
同
の
た
た
か
い
を

展
開
し
ま
し
ょ
う
。

情
勢
の
現
局
面
は
、
政
府
・

財
界
の
側
と
労
働
者
・
国
民
の

側
が
せ
め
ぎ
あ
う
激
動
の
な
か

に
あ
り
ま
す
。

力
強
い
第
一
歩
を
ふ
み
だ

し
、
２１
世
紀
の
展
望
を
切
り
開

く
２
０
１
０
年
秋
季
年
末
闘
争

を
す
す
め
ま
し
ょ
う
。

く
ら
し
の
実
態
明
ら
か
に
―
―

総
学
習
運
動
を
す
べ
て
の
職
場
で
す
す
め
よ
う

●
本
年
の
給
与
勧
告
の
ポ
イ
ン
ト
〈
月
例
給
、
ボ
ー
ナ
ス
と
も
に
引
き
下
げ
〉

〜
平
均
年
間
給
与
は
△
９
・
４
万
円（
△
１
・
５
％
）、
月
例
給
に
つ
い
て
は
、

５０
歳
台
後
半
層
を
重
点
的
に
引
き
下
げ
、（
２
０
０
９
年
の
平
均
△
１５
・
４
万

円
（
△
２
・
４
％
）
に
続
き
２
年
連
続
）

�
マ
イ
ナ
ス
較
差
（
△
０
・
１９
）
を
解
消
す
る
た
め
、
月
例
給
の
引
下
げ
改
定

―
５５
歳
を
超
え
る
職
員
の
俸
給
・
俸
給
の
特
別
調
整
額
の
支
給
額
の
一
定
率
減

額
、
俸
給
表
の
引
下
げ
改
定

�
期
末
・
勤
勉
手
当
（
ボ
ー
ナ
ス
）
の
引
下
げ
（
△
０
・
２
月
分
）

住民の相談に応える瀬戸市役所の仲間

今
年
の
春
に
も
基
本
給
の

カ
ッ
ト
や
地
域
手
当
の
ラ
ン
ク

引
き
下
げ
で
、
月
４
万
円
も
の

収
入
ダ
ウ
ン
が
押
し
つ
け
ら
れ

て
き
ま
し
た
。
職
場
の
仲
間
の

な
か
に
は
、
日
常
の
く
ら
し
を

維
持
す
る
た
め
に
た
く
わ
え
を

取
り
崩
し
た
り
、
生
保
の
掛
金

が
き
び
し
く
な
り
、
解
約
す
る

人
も
い
た
ほ
ど
で
す
。

私
の
働
く
収
納
課
の
仕
事
は

経
験
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
も
あ

り
、
平
均
年
齢
は
５０
歳
を
超
え

て
い
ま
す
。
５６
歳
以
降
は
、
仕

事
は
変
わ
ら
な
い
の
に
、
年
齢

だ
け
で
賃
金
カ
ッ
ト
な
ん
て
絶

対
に
許
せ
な
い
思
い
で
す
。

リ
ス
ト
ラ
や
非
正
規
労
働
者

の
激
増
な
ど
民
間
労
働
者
の
状

況
を
タ
テ
に
し
た
公
務
員
攻

撃
。
地
域
主
権
の
狙
い
は
、「
予

算
は
付
け
ず
に
、
仕
事
は
地
方

ま
か
せ
」「
財
源
不
足
の
解
決

は
地
方
で
ど
う
ぞ
」
と
い
う
、

と
ん
で
も
な
い
も
の
で
す
。

「
住
民
の
繁
栄
な
く
し
て
自

治
体
労
働
者
の
幸
せ
は
な
い
」

の
、
思
い
に
も
逆
行
し
ま
す
。

こ
の
秋
季
年
末
闘
争
、
仕
事
へ

の
意
欲
を
と
り
も
ど
す
た
め
に

も
、
力
一
杯
頑
張
り
た
い
。
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差
別
賃
金
は
許
せ
な
い
�

管理職ユニオン
加納幸久さん

ま
さ
か
２
年
連
続
で
こ
ん
な

に
削
減
さ
れ
る
と
は
思
っ
て
い

ま
せ
ん
で
し
た
。

自
営
業
の
夫
の
収
入
が
減
る

中
、
３
人
目
の
出
産
を
控
え
、

こ
の
先
生
活
が
ど
う
な
る
の
か

不
安
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。
食
費

等
の
生
活
費
、
ロ
ー
ン
、
保
育

料
、
親
へ
の
仕
送
り
な
ど
の
出

費
が
あ
り
、
こ
れ
か
ら
子
ど
も

に
お
金
が
か
か
る
よ
う
に
な
る

と
い
う
の
に
、
基
本
給
も
一
時

金
も
減
ら
さ
れ
る
な
ん
て
納
得

で
き
ま
せ
ん
。

民
間
で
働
く
友
達
に
話
す
と

「
公
務
員
は
減
ら
さ
れ
て
当

然
。
も
ら
い
す
ぎ
だ
よ
」
と
言

わ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

新
聞
で
も
テ
レ
ビ
で
も
国
民

の
感
情
を
あ
お
っ
て
い
る
よ
う

に
思
い
ま
す
。
民
間
が
低
い
か

ら
と
い
っ
て
公
務
員
も
下
げ
る

の
で
は
な
く
、
民
間
も
公
務
員

も
、
労
働
者
全
体
の
水
準
を
上

げ
な
い
と
、
み
ん
な
や
っ
て
い

け
な
い
と
思
い
ま
す
。
公
務
員

攻
撃
で
な
く
、
景
気
回
復
の
た

め
に
も
賃
金
の
大
幅
ア
ッ
プ
が

必
要
で
す
。

住民との大きな共同で
要求実現のたたかい広げよう

景
気
回
復
の
特
効
薬
は
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自治体関連労働者
３１歳女性

名
古
屋
市
は
、
河
村
市
長
就

任
以
降
、
２
年
連
続
の
マ
イ
ナ

ス
と
い
う
私
た
ち
の
生
活
を
脅

か
す
よ
う
な
勧
告
を
行
い
ま
し

た
。
２
年
間
で
年
収
約
６０
万
円

も
の
賃
金
引
下
げ
と
な
っ
て
お

り
、
到
底
容
認
で
き
ま
せ
ん
。

ま
た
、「
今
の
議
会
で
は
公

約
が
実
現
で
き
な
い
」と
し
て
、

市
長
自
ら
先
頭
に
立
ち
議
会
を

解
散
さ
せ
る
た
め
の
署
名
を
開

始
。
そ
も
そ
も
議
会
解
散
の
直

接
請
求
の
権
利
は
市
民
に
与
え

ら
れ
た
権
利
で
す
。
首
長
が
議

会
解
散
さ
せ
る
な
ど
、
市
長
に

よ
る
権
利
の
乱
用
と
民
主
主
義

へ
の
挑
戦
で
す
。

名
古
屋
ブ
ロ
ッ
ク
は
宣
伝
行

動
や
市
民
向
け
・
企
業
向
け
の

２
つ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
活
動
を
通

し
て
、
組
合
員
自
ら
が
市
民
の

も
と
へ
足
を
運
び
、
声
を
直
接

聞
き
そ
れ
を
市
民
要
求
と
し
て

市
民
と
の
絆
と
共
同
を
強
く
し

「
市
民
こ
そ
主
人
公
」
を
実
証

す
る
た
め
に
と
り
く
み
ま
す
。

ま
た
、
不
当
な
人
勧
と
人
件
費

削
減
攻
撃
と
た
た
か
う
た
め
、

組
合
員
・
家
族
の
怒
り
の
声
を

集
め
１０
・
１３
名
古
屋
ブ
ロ
ッ
ク

決
起
集
会
を
市
役
所
前
で
開
催

し
、
市
労
連
交
渉
を
押
し
上
げ

ま
す
。
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た
た
か
い
を
市
民
と
共
同
で

名古屋ブロック
加藤嘉久さん
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国
・
県
あ
て
保
育
署
名
の
と

り
く
み
に
向
け
、
９
月
４
日
、

保
育
所
部
会
が
県
本
部
大
会
議

室
で
学
習
会
を
開
催
し
、
８
単

組
８２
人
が
参
加
。
猛
暑
の
中
、

た
く
さ
ん
の
保
育
労
働
者
が
集

ま
っ
た
こ
の
学
習
会
は
、
熱
気

で
い
っ
ぱ
い
の
実
り
あ
る
も
の

と
な
り
、
今
年
の
署
名
運
動
の

ス
タ
ー
ト
と
な
り
ま
し
た
。

学
習
会
で
は
、
保
育
を
め
ぐ

る
情
勢
を
自
治
労
連
保
育
部
会

長
の
塚
本
紀
子
さ
ん
か
ら
、「
保

育
所
最
低
基
準
の
廃
止
、
地
方

条
例
化
な
ど
の
内
容
を
含
む

『
地
域
主
権
改
革
関
連
３
法
』

が
継
続
審
議
と
な
り
、
秋
の
国

会
が
焦
点
に
な
っ
て
い
る
」
こ

と
や
、「
民
主
党
政
権
が
す
す

め
る
『
子
ど
も
・
子
育
て
新
シ

ス
テ
ム
』
が
、
も
し
実
行
さ
れ

れ
ば
、
介
護
保
険
シ
ス
テ
ム
に

限
り
な
く
近
く
な
り
、
公
的
保

育
が
解
体
さ
れ
る
危
険
な
内

容
」
で
あ
る
こ
と
な
ど
が
話
さ

れ
、
こ
れ
か
ら
の
と
り
く
み
が

提
起
さ
れ
ま
し
た
。

続
い
て
行
っ
た
絵
本
の
講
習

会
で
は
、
高
槻
文
庫
連
絡
会
代

表
の
岡
崎
義
子
さ
ん
を
招
き
、

子
ど
も
の
五
感
に
働
き
か
け

る
、
す
ぐ
れ
た
絵
本
を
た
く
さ

ん
紹
介
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
参
加
者
も
「
子
ど
も
の
心

が
豊
か
に
な
る
よ
う
に
、
絵
本

を
も
っ
と
保
育
の
中
に
と
り
入

れ
て
い
き
た
い
」
と
感
想
を
寄

せ
て
い
ま
す
。
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写真左／絵本の紹介をす
る岡崎義子さん
写真下／子どもの権利・
発達を守ろうと熱心に聞
きいる

保保
育育
署
名名
ス
タ
ー
ト
へ
、
保保
育育
所
部部
会
が
学学
習
会会

５
日
、
豊
橋
総
合
体
育
館
で

自
治
労
連
愛
知
県
本
部
・
女
子

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
が
開
催
さ

れ
、
名
古
屋
市
職
労
と
豊
橋
市

職
労
の
２
チ
ー
ム
が
参
加
し
ま

し
た
。
昨
年
の
大
会
は
、
接
戦

の
末
、
名
古
屋
市
職
労
チ
ー
ム

が
勝
利
し
、
今
年
も
好
ゲ
ー
ム

が
期
待
さ
れ
ま
し
た
。

試
合
は
、
エ
ー
ス
ア
タ
ッ
カ

ー
を
中
心
に
、
チ
ー
ム
力
を
発

揮
し
た
名
古
屋
市
職
労
チ
ー
ム

が
優
位
に
す
す
め
、
２１
�
４
、

２１
�
１２
と
、
２
セ
ッ
ト
を
連
取

し
、
優
勝
し
ま
し
た
。

大
会
の
開
催
に
あ
た
っ
て

は
、
審
判
と
し
て
豊
橋
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
協
会
の
協
力
と
、
地
元

豊
橋
市
職
労
・
男
子
バ
レ
ー
ボ

ー
ル
部
の
仲
間
に
、
会
場
設
営

な
ど
で
協
力
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

試
合
終
了
後
も
、
両
チ
ー
ム

は
練
習
試
合
で
親
睦
と
技
量
を

深
め
ま
し
た
。

県県本本部部

名
古
屋
市
職
労
チ
ー
ム
が
優
勝
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安くて
安心

自
治
労
連


����
病気入院
５０００円／１日

掛金
１７９０円／月�

尾
張
ブ
ロ
ッ
ク
は
、
９
月
３

日
か
ら
４
日
に
か
け
て
、金
山
・

労
働
会
館
で
２
０
１
０
年
度
定

期
総
会
を
開
催
、
７
単
組
１８
人

が
参
加
し
ま
し
た
。

総
会
で
は
、
井
内
尚
樹
名
城

大
学
准
教
授
か
ら
「
地
域
・
ま

ち
づ
く
り
の
再
生
と
地
方
自
治

体
労
働
者
」
の
記
念
講
演
。
地

域
の
資
源
を
フ
ル
に
活
用
し
、

分
散
型
の
地
域
づ
く
り
を
行
う

こ
と
や
金
融
の
地
域
循
環
を
考

え
る
、
こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く

り
の
方
向
性
に
つ
い
て
コ
ン
パ

ク
ト
型
へ
の
転
換
が
必
要
と
強

調
さ
れ
ま
し
た
。

総
会
で
は
１０
年
度
の
方
針
や

役
員
体
制
を
確
認
。
知
多
地
区

協
か
ら
青
年
交
流
会
の
報
告
、

尾
北
地
区
協
か
ら
中
立
組
合
も

含
め
３
市
２
町
の
懇
談
会
開
催

の
報
告
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
。

刈
谷
市
の
市
立
美
術
館
に
勤

務
し
て
い
た
倉
田
康
弘
さ
ん
�

当
時
３０
歳
�
の
死
亡
を
公
務
外

と
し
た
の
は
不
当
と
、
妻
・
利

奈
さ
ん
が
地
方
公
務
員
災
害
補

償
基
金
の
処
分
取
り
消
し
を
求

め
て
い
る
裁
判
で
、
控
訴
審
第

１
回
口
頭
弁
論
が
６
日
、
名
古

屋
高
裁
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

一
審
判
決
は
、
基
金
が
認
定

し
た
休
日
出
勤
や
、
ワ
ー
プ
ロ

に
残
さ
れ
た
更
新
記
録
の
時
間

外
労
働
す
ら
「
証
拠
が
な
い
」

な
ど
と
切
り
捨
て
。
仕
事
に
過

重
性
は
な
く
死
亡
は
高
血
圧
な

ど
持
病
の
悪
化
に
よ
る
も
の
と

し
て
、
利
奈
さ
ん
の
訴
え
を
退

け
ま
し
た
。

口
頭
弁
論
で
は
、
倉
田
利
奈

さ
ん
、
福
井
悦
子
弁
護
士
、
水

野
幹
男
弁
護
士
が
意
見
陳
述
。

福
井
、
水
野
両
氏
は
、「
時

間
外
勤
務
命
令
簿
以
外
の
労
働

を
認
め
な
い
事
実
認
定
は
誤

り
」「
被
災
者
の
高
血
圧
は
美

術
館
に
配
転
後
の
過
重
な
公
務

の
中
で
悪
化
し
て
お
り
、
自
然

経
過
に
よ
る
発
症
で
は
な
い
」

な
ど
と
主
張
し
ま
し
た
。

裁
判
後
の
報
告
集
会
で
利
奈

さ
ん
は
、「
み
な
さ
ん
の
支
援

を
力
に
、
事
実
を
解
明
し
て
い

き
た
い
」
と
、
あ
い
さ
つ
し
ま

し
た
。

地地
域域
・・
まま
ちち
づづ
くく
りり
のの
再再
生生
へへ

倉
田
過
労
死
裁
判

尾尾
張張
ブブ
ロロ
ッッ
クク
総総
会会
にに
７７
単単
組組
がが
参参
加加

控
訴
審
第
１
回
口
頭
弁
論

９
月
６
日

名
古
屋
高
裁

�日時 １０月１３日� 午後１時１５分～
�場所 金山「労働会館・東館ホール」

����������

	
��
�����
�講義 �「職場におけるリスクアセス

メント入門」（慢性疲労を
リスクとした健康調査論）

天理大学 近藤 雄二教授

�「知っておきたいメンタルヘ
ルスの基礎知識」
（休養～復帰支援まで）

仁大クリニック
奥山 真司院長

※主催 自治労連愛知県本部

�
宮
田
用
水
労

（
８
月
１９
日
）

執
行
委
員
長

水
野

篤
史

副
執
行
委
員
長

三
輪

和
義

書

記

長

岸
本

昌
往

�
蒲
郡
市
職

（
８
月
２０
日
）

執
行
委
員
長

来
本

吉
司

副
執
行
委
員
長

西
浦

幹
朗

〃

竹
下

秀
和

書

記

長

山
本

和
正

書

記

次

長

中
根

徳
男

財

政

局

長

小
田

隆
久

�
中
水
労

（
８
月
２６
日
）

執
行
委
員
長

鈴
木
由
紀
夫

副
執
行
委
員
長

村
上

真
樹

〃

白
井

淳

書

記

長

川
本

弘
直

書

記

次

長

後
藤

章
仁

�
豊
橋
市
職
労

（
８
月
２８
日
）

執
行
委
員
長

長
坂

圭
造

副
執
行
委
員
長

村
松

一
成

〃

泊

真
理
子

〃

伊
藤

彰
洋

書

記

長

伊
藤

英
一

書

記

次

長

加
藤

健
治

�
清
須
市
職
労

（
９
月
１
日
）

執
行
委
員
長

村
上
小
百
合

副
執
行
委
員
長

大
矢
美
枝
子

書

記

長

斉
木

薫
里

会

計

横
山

秋
菜

�
岩
倉
市
職

（
９
月
３
日
）

執
行
委
員
長

岡

茂
雄

副
執
行
委
員
長

小
川

薫

〃

今
枝

正
継

書

記

長

佐
久
間
喜
代
彦

書

記

次

長

片
桐

慎
治

会

計

加
藤

淳

�
西
尾
幡
豆
広
域
労（
９
月
１１
日
）

執
行
委
員
長

村
松

辰
彦

副
執
行
委
員
長

牧

隆
司

〃

鈴
木

豪

書

記

長

新
美

勝
功

書

記

次

長

中
村

博
典

〃

高
島

幸
伸

１
０
０
８
号
の
ク
イ
ズ
の
答

え
は「
ア
マ
ノ
ガ
ワ
」で
し
た
。

３２
通
の
応
募
が
あ
り
、
全
員
が

正
解
で
し
た
。

以
下
の
方
に
図
書
カ
ー
ド
を

送
り
ま
す
。

森

加
代
子（
名
古
屋
市
職
労
）

伊
藤

義
雄（
名
古
屋
市
職
労
）

早
瀬

牧
子（
学

事

労
）

中
村
由
起
子（
豊
橋
市
職
労
）

山
口
惠
美
子（
蒲

郡

市

職
）

青
山

千
里（
西

尾

市

職
）

柴
田

純
一（
瀬
戸
市
職
労
）

松
田

直
子（
長
久
手
町
職
労
）

竹
安

誠（
岩

倉

市

職
）

一
ノ
瀬
裕
子（
春
日
井
市
職
労
）

ク
イ
ズ
の当当

選選
者者

自治体に働く職員の安全衛生研修会単単
組組
定定
期期
大大
会

役役
員員
紹
介


